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先 週 、 本 校 の 生
徒 玄 関 前 で 、 美 郷
町 更 生 保 護 女 性 の
会 の 皆 さ ん に よ る
あ い さ つ 運 動 が 行
わ れ ま し た 。 生 徒
の 数 人 が 自 主 的 に
あ い さ つ 運 動 に 加
わ る な ど 、 朝 の 雰
囲 気 が 一 層 和 や か
な も の に な り ま し
た 。 あ い さ つ に 加
え て ち ょ っ と し た
交 流 が あ り 、 参 加
し た 方 々 か ら は 、
「 子 ど も た ち が さ
わやかだ」、「素直

でめんこい子たちだ」、「さすが美郷中生だ」と
たくさんのお褒めの言葉をいただきました。あい
さつは、コミュニケーションの基本です。社会に
出てからも、必要不可欠です。どこのご家庭でも
あいさつが交わされていることと思います。「お
はようございます」や「おやすみなさい」、「行
ってきます」「ただいま」など、自分から進んで
言えるように、これからもよろしくお願いいたし
ます。

11 日に、秋田大学大学院
の○○○○教授を指導者に
お迎えして、授業研究会を
行いました。○○○教諭に
よる３年１組の数学の授業
を全員（町内小学校の代表
の先生方も参加）で参観し
ました。生徒は、「Ｘ ² ＋ｐ X
＋ｑの形をした二次方程式
は、どのように解けばよい
か」の学習課題の解決に向
けて、主体的に取り組みま
した。疑問が新たな課題に
変わり、それを解決してい
くことで学習が深まってい

く様子を、○○教授は「生徒の目が輝いていた」
と表現していました。授業後は、全職員で本校
が目指す「学びが深まっていたか」、「生徒指導
実践上の視点を生かした授業展開になっていた
か」の２つの視点で研究協議を行い、自分の授
業にどのように生かすかを考え合いました。

12日に○○○○教育
長と教育委員の○○○
○様、○○○○様、○○
○○様、○○○○様、○
○○○教育推進監、○
○○○教育推進課長、
○○○○教育推進課参
事の訪問がありました。
２，３校時に全学級の
授業を参観いただいき、
その後、校長が学校経
営説明を行い、ご指導
を仰ぎました。「あいさ
つが元気で、授業中も

生き生きとしている。」、「整然とした教室環境
の中で集中して授業に臨んでいる」、「具体的で
学びやすい課題設定、思考の過程の分かる板書
構成、生徒の考えを引き出す教師の働きかけが
あった」などの感想がありました。また、学校
外の生活でも「よくあいさつしている」、「ヘル
メットの着用や横断の際のマナーなど、休日で
も自転車の乗り方のルールが守られている」と
のお褒めの言葉もいただきました。さらに、「子
どもたちの素直さや優しさをこれからも大切に
してほしいことや事故防止（水難･交通･熱中症
など）、緊急事態発生時の対応等への指導もい
ただきました。
10日には、町内の民生児童委員の学校訪問

がありましたが、ここでも参加した５名の委員
から、あいさつのよさに関することが話題とし
て出されました。地域の方々に見守られながら
生活できることの幸せを感じながら、地域の一
員として貢献できる美郷中学校を目指して、こ
れからも歩んでまいります。


